
  総務経済常任委員会会議記録（概要） 

 令和４年９月８日（木） 

  開  会（午前９時０分） 

  

 【議  事】 

 ○議案第６０号「所沢市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例及び

所沢市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定につ

いて」 

 【補足説明】な  し 

 【質  疑】 

委員 

 

このような形になった背景を伺いたい。 

 

小山職員課長  条例改正に至った経緯は、令和３年８月１０日に人事院が国家公務員の

育児休業等に関する法律の改正についての意見の申出を行い、国家公務員

に係る妊娠出産、育児等、仕事の両立支援のために講じる措置が明らかに

され、令和４年１０月から施行予定としている事項について、地方公務員

法第２４条第４項に定める国家公務員の措置との均衡を踏まえて、本市職

員に対しても、妊娠出産、育児等と仕事の両立支援に係る必要な措置を講

じることとしたものです。人事院が行った申出の趣旨ですが、一層のワー

クライフバランスの推進、夫婦で協力しながら育児をすることの促進、出

生後の様々な事情の変化に柔軟に対応できるようにすること、その結果と
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して生き生きと働き続けられる職場環境の創出を目的としているもので

す。 

 

委員 

 

 以前より、職員から声は上がっていたか。 

 

小山職員課長  育児休業の取得が原則２回までとなりましたが、これまで事前に育児休

業等計画書を提出していれば２回取得できる運用となっており、計画書が

提出された事例としては、把握できているところで１件ありました。特段、

職員から２回にしてほしいという直接の声は届いていませんが、事情に応

じて取れるとよいと思っていた職員は一定数いたのではないかと認識し

ているところです。 

 

平井委員 

 

 育休退園問題との関係で変化があるか。 

小山職員課長  所沢市の保育園に入園している場合、満２歳までの間は、下の子を出産

して育児休業を取得した場合には、上のお子様に一旦退園をしていただく

という運用をしているところです。その制度が、育児休業が原則２回にな

ることと連動して、大きく影響を受けるということはないものと認識して

います。 

 

平井委員  予測だが、２回取得することでかえってやりにくくなると懸念を覚える
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が、対応について部内で検討しているか。 

 

小山職員課長 

  

いわゆる育休退園制度につきましては、こども未来部で検討しているか

と思いますが、原則２回取れるということであっても、基本的には夫婦が

交代で取るような形で、原則どちらかが育児休業を取っている状態である

と思いますので、お子様が保育園に戻った後に、もう一度育休ということ

に関しては、こども未来部での検討になると思います。 

 

福原委員  地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正によるということで

今回改正になるが、自治体によって対応が違うか。 

 

小山職員課長 

 

 法改正に伴うものですので、原則として全国どの自治体でも同じ対応を

するものと認識しています。 

 

福原委員  市独自に何かやるということはないということでよろしいか。 

 

小山職員課長  所沢市独自で盛り込んでいることはありません。 

 

島田委員  柔軟にできるということだが、職員への周知の仕方はどのように考えて

いるか。 
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小山職員課長  条例改正を認めていただけましたら、１０月１日からの施行に向けて、

庁内の職員については、グループウェアのお知らせができるインフォメー

ションコーナーを使って全体への周知を行いますが、制度が複雑なところ

もあるため、妊娠出産等の申出があった職員には個別に案内していきたい

と考えています。 

 

島田委員  先ほどもあったが、計画書の提出はこれまで１件だったということでよ

ろしいか。 

 

小山職員課長  現在確認できているところでは、１件ありました。 

 

島田委員  制度改正にあたって、男性職員の育休取得率の目標のようなものは考え

ているか。 

 

小山職員課長  男性職員の育休取得率につきましては、第４次所沢市特定事業主行動計

画において２０％を目標としていますが、令和３年度が４１％ということ

で、既にこの目標を上回っているところです。今後の推移を見ながら、次

期計画に向けて目標値をどのように設定するか検討したいと考えていま

す。 

 

  ４０％を超えているということだが、全国平均、埼玉県平均は出ている
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のか。 

 

小山職員課長  自治体の平均は手元に資料がないため把握していませんが、厚生労働省

が行った令和３年度の民間企業の取得状況の数字が出ています。そちらで

は、令和３年度において、男性は１３．９７％の取得率となっています。

そちらに比べると、所沢市は高い取得率になっています。 

 【質疑終結】 

 【意  見】な  し 

 【採  決】 

 議案第６０号については、全会一致、原案のとおり可決すべきものと決

する。 
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 ○閉会中の継続審査申出の件について（特定事件） 

 閉会中の継続審査申出の件については、別紙の内容で申出を行うことと

決した。 

  

 散  会（午前９時１１分） 

 



 

別紙 

特定事件 常任委員会閉会中継続審査申出表     

 

 

令和４年第３回（９月）定例会 

 

 

 総務経済常任委員会 

 

１ 国際化・多文化共生について 

 

２ 人権尊重社会について 

 

３ 男女共同参画社会について 

 

４ 学校教育（私立学校）について 

 

５ 情報の共有と市民参加について（広報・市民参加） 

 

６ 行政経営について 

 

７ 危機管理・防災について 

 

８ 財政運営について 

 

９ 農業・商業・工業について 

 

１０ 観光について 

 

１１ 労働・雇用環境について 

 


